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2022年 11月 1日 

田園調布学園大学  

みらいこども園 

園 長 勝浦 芳子 

1１月号 

                    秋を感じて 

朝晩の冷え込みが大分厳しくなり秋が深まってまいりました。乳幼児期は体温の調節が難しいため、体調を崩し

易いですので、健康には十分お気をつけください。 

さて、園庭の木々の葉も少しずつ紅葉が見られ、両手を広げて空を見上げて深呼吸すると、秋の空気のさわやか 

さに「気分爽快」幸せを感じます。子ども達も秋の自然を感じながら元気いっぱい園庭で遊んでいます。             

１０月８日に行われました「親子で遊ぼう☆ふれあいディ」では、子どもさんと一緒に体を動かしていただき、あ 

りがとうございました。日頃と違った環境の中で、親子の温かい表情が感じられとても良かったと思います。今回 

は運動会のあり方を変えていく第１回の開催でしたので、保護者の皆様にとっては戸惑いを感じられる方もいらっ 

しゃったかと思われますが、みらいこども園は、日頃から子ども達の主体性を大事にしていきたいという教育・保 

育の思いがございますので、今後も子ども達と一緒に考えた行事にしていきたいと思います。どうぞご理解をいた 

だき、ご協力をお願いいたします。                                                                           

１０月２０日、待ちに待った園庭で育てていたサツマイモ掘りを行いました。まず、にじ組さんが、「わーい」と

畑に飛び込み、ツルを引っ張ると、あちこちから、「あったよ」「でっかい」「かぼちゃみたい」「お化けみたいなお

芋もあるよ」「ワーこれはちっちゃい！赤ちゃん芋だ」などと声が上がり、どの子も夢中になってお芋掘りを楽しみ

ました。周りにいたほし組さんや乳児さんは、「僕もしたいなあ~」「この葉っぱなんだろう」と興味津々で、葉っぱ

を頭の上につけて、「トトロの葉っぱ」と言って走ったり、綱引きしたり、電車ごっこをしたり、リースを作ったり、

ツルを体に巻いたりして、アイディア満載の遊びを楽しんでいました。畑には、子ども達の大好きなバッタ、アリ、

カエルも隠れていて、畑の中は大騒ぎ。たちまち宝探しに……。子どもの興味は常に変わっていくものですが、子

ども達の表情がみるみるワクワク感で満たされていくようで、こちらまで楽しくなりました。そら組さんが植えた

麻袋のお芋は、少し小ぶりでしたが、自分で植えた苗が育ってお芋が出来たことはよい体験になったことと思いま

す。今年のサツマイモは、大きいもので重さ１キロぐらいのものもあり、給食室から計りを借りて、重さ比べもし

ました。今回の体験では、数量や形、色、土の感触、匂い、道具の使い方なども、友達と「こうしたらうまくいく

かな？こうしてみようよ」と沢山言葉を交わしながら学びました。また、土の中にいる生物を見て、「寒くなったか

ら、土の中に隠れていたんだね」と、つぶやく子もいて、子どもなりに、生き物に対しての思いやりや季節を感じ

ているんだなと思いました。収穫したサツマイモは、１０月２６日、にじ組さんがきれいに洗い、調理室でふかし

てもらい美味しく頂きました。今年は、お芋やさんの看板も立ち、幼児クラスは、チケットでお芋をいただくやり

とりもあり、いつも以上にお芋を食べる会は盛り上がっていました。乳児さんも、おかわりする子も多く、今年収

穫したサツマイモは、格別美味しかったです。 

 １０月２１日は、ほし組さん、１０月２７日は、にじ組さんと、お散歩遠足に出かけました。せせらぎ遊歩道を

中心に、草木や生き物を見つけながら、秋を感じてきました。ほし組さんは、新城高校にお邪魔して、どんぐり拾

いを体験させていただきました。当日は、校長先生も立ち会い、温かく見守っていただきました。 

にじ組さんは、各自好みの葉っぱを撮影したり、落ち葉や木の実拾いをしたりして散歩を楽しみました。にじ組

は、食後のデザートのリンゴを八百屋さんでグループごと１０個ずつ買う体験もし、地域の方との触れ合いもさせ

ていただきました。にじ組さんになると、物を見る目(観察力)が磨かれ、中には、生物博士のように、見ただけで名

前や特徴を友達に話している子もいている子もいて、互いに生物について学ぶことが出来ました。これこそが主体

的にものに向かう環境だなと感じました。これからも、いろいろなことに興味関心をもち続けて欲しいと思います。

お昼は、お手製の美味しいお弁当を、仲の良い友達と一緒に食べました。「お庭で食べるお弁当は最高だね」「ママ

のお弁当は、世界一美味しい」と言いながら、幸せいっぱいな笑顔が溢れていました。中には、お弁当に添えて、

お母さんからお手紙も入っていて、お母様の思いも感じられました。そら組さんや乳児さんも秋を感じに、これか

らお散歩を楽しみたいと思います。子ども達から体験談をたくさん聞けるといいですね。 

 

 

。

 


